
会場案内

特別講演、博物科学会研究発表、総会　　　　学士会館２階レセプションホール

ポスターセッション　　　　　　　　　　　　学士会館２階ロビー

館長会議　　　　　　　　　　　　　　　　　文学研究科１階大会議室

懇親会　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島大学生協（北第２福利会館）

学士会館 総合博物館

※広島大学生協・カフェが利用可能です。
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懇親会場館長会議協議会会場

広島大学 （東広島キャンパス内） マップ

総合博物館



第11回日本博物科学会　発表プログラム

6月30日（木）

【第一セッション】　場所：学士会館２階レセプションホール

まるごと博物館　座長　熊原康博

14：40-14：55	 O-01	� 大学のアート・リソースの発見と活用　山形大学附属博物館のリ

ニューアルを事例に

		  八木浩司・○佐藤琴・押野美雪・須藤静香（山形大学附属博物館）

14：55-15：10	 O-02	 大学における「アート・リソース」の活用について

		�  ○五十殿利治・寺門臨太郎（筑波大学）・後小路雅弘・三島美佐

子（九州大学）・茂登山清文（名古屋芸術大学）・橋爪節也（大阪

大学）・渡部葉子（慶応義塾大学）・小林俊介（山形大学）

15：10-15：25	 O-03	 佐渡まるごと博物館構想の再検討

		  橋本博文（新潟大学旭町学術資料展示館）

15：25-15：40	 O-04	 大学博物館が推進する地域貢献活動の展開 

		�  －オオサンショウウオが輝く賀茂台地エコミュージアムの形成を

めざして－

		�  ◯清水則雄（広島大学総合博物館）・土岡健太（東広島市自然研

究会）・真野麻紀・佐藤大規・岡橋秀典（広島大学総合博物館）

【ポスターセッション】　場所：学士会館2階ロビー

15：50-16：20，17：20-18：15

	 P-01	� ふくしま震災遺産保全プロジェクトとの連携展示

 		�  「震災遺産を考える－ガレキから我歴へ」での３Dデジタル震災

遺構アーカイブ体験展示報告とその効果

		�  ○鹿納晴尚（東北大学総合学術博物館）・高橋満（福島県立博物館・

ふくしま震災遺産保全プロジェクト実行委員会）・柴山明寛（東

北大学災害科学国際研究所）・藤沢敦（東北大学総合学術博物館）

	 P-02	 日本古生物標本横断データベース

		�  ○伊藤泰弘・佐々木猛智（東京大学総合研究博物館）・松原尚志

（北海道教育大学教育学部釧路校）・兼子尚知（産業技術総合研究

所地質情報研究部門）
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	 P-03	 大学博物館におけるラーニング・コモンズの取り組み

		�  亀井宏行・遠藤康一・阿児雄之（東京工業大学博物館）

	 P-04	 �オープンサイエンス時代に向けた非文献資料のための学術資源群

によるサブジェクトリポジトリの構築

		�  ○高田良宏・古畑徹（金沢大学資料館）・林正治（一橋大学）・堀

井洋・堀井美里（合同会社 AMANE）・山地一禎（国立情報学研

究所）・山下俊介（北海道大学）

	 P-05	� 大学研究室の自然史標本　～高知大学理学部海洋生物学研究室の

魚類標本コレクションの紹介～

		  ○中山直英（京都大学総合博物館）・遠藤広光（高知大学理学部）

	 P-06	 企画展示からはじまる産学連携プロジェクト

		�  ○塩瀬隆之（京都大学総合博物館）・座馬耕一郎（京都大学）・石

川新一（東南西北デザイン研究所）・岩田有史（㈱イワタ）・重田

眞義（京都大学）・鍛冶恵（NPO 法人睡眠文化研究会）

	 P-07	 大学博物館的アプローチ　－阪大博資料部の試行例－

		�  ○伊藤謙1・松永和浩1,2・高橋京子1・橋爪節也1・上田貴洋1・永田靖1

　（1 大阪大学総合学術博物館・2 大阪大学適塾記念センター）

	 P-08	 国史跡・森野旧薬園の複合的保存修復活動による地域文化力の向上研究

		�  井原香名子1・○高浦（島田）佳代子1,2・小栗一輝1・楠木歩美1・奥薗

彰吾1・中村朝実1・佐藤智紀1・末元吹季1・辻元康人3・森野燾子4・

高橋京子1,2　

		�  （1 大阪大学大学院薬学研究科・2 大阪大学総合博物館・3 奈良県医

療政策部薬務課・4 森野旧薬園）

	 P-09	 「阪大生がつくった展覧会2015ベスト」展

		�  浅羽成実1・○鈴木楓1・仁木敦子1・東出賀名子1・鈴木菜月1・前

田頌子1・伊藤謙2・上田貴洋2・橋爪節也1,2

		  （1大阪大学文学部・2大阪大学総合学術博物館）

	 P-10	� 国立歴史民俗博物館が行う「総合資料学の創成」と博物館資料目

録ネットワークについて

		�  ○後藤真・渋谷綾子・小倉慈司・三上喜孝・西谷大・久留島浩（国

立歴史民俗博物館）
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	 P-11	 ドローンによるキャンパス内遺跡撮影のプリプロダクション

		�  ○松本隆史1,3・島実里2・田中和佳子2・野口杏奈2・堀内安由美2・

鶴真由子2・瀬戸浩貴3・米元史織3・岩永省三3

　　　　　　　　　　　（1 九州大学高等研究院・2 九州大学芸術工学部・3 九州大学総合研究博物館）

	 P-12	 IT 機器を利用したエコミュージアム整備の試行

		�  ◯佐藤大規・清水則雄・石丸恵利子・藤野次史・岡橋秀典（広島

大学総合博物館）

	 P-13	 �展示室を飛び出して　構内遺跡整備と出土資料を利用した地域社

会との関わり

		  〇石丸恵利子・大近美穂・西口祐子（広島大学総合博物館）

7月1日（金）

【第二セッション】　場所：学士会館2階レセプションホール

地域と社会連携　座長　山口富美夫

9：00-9：15	 O-05	 ４年間の連携活動　－秋田県北部の鉱山町・阿仁地域を極める－

		�  ○齋藤茜・千田恵吾・中村勝・西川治・今井忠男（秋田大学大学

院国際資源学研究科附属博物館）

9：15-9：30	 O-06	 学生主体のミュージアム支援団体「みちのく博物楽団」

		�  ○藤岡大・滝澤護（東北大学大学院理学研究科・みちのく博物楽

団）・小川知幸（東北大学総合学術博物館）

9：30-9：45	 O-07	 名古屋大学博物館施設との実験教室の共同開催

		�  ○海老原哲男（名古屋大学大学院理学研究科）・門脇誠二（名古

屋大学博物館）

研　究

9：45-10：00	 O-08	 大阪大学に継承される和漢生薬標本の意義：文理融合研究への応用

		�  ○佐藤智紀1・高浦（島田）佳代子1,2・小栗一輝1・楠木歩美1・井原

香名子1・奥薗彰吾1・中村朝実1・末元吹季1・高橋京子1,2

		  （1 大阪大学大学院薬学研究科・2 大阪大学総合博物館）

10：00-10：15	 O-09	 東京藝術大学所蔵ガラス乾板・写真資料の整理および保存について

		  亀海史明（東京藝術大学大学美術館）

10：15-10：25　休憩
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【第三セッション】　場所：学士会館2階レセプションホール

展示とマネイジメント　座長　清水則雄

10：25-10：40	 O-10	 学生視点で発信する科学コミュニケーションへの挑戦

		�  ○寺島彰（名古屋大学大学院理学研究科）・門脇誠二（名古屋大

学博物館）

10：40-10：55	 O-11	� 「京都大学子ども博物館」の成果と課題－大学博物館における体

験型展示としての位置づけ－

		  網島聖（京都大学総合博物館）

10：55-11：10	 O-12	 大学博物館設立に向けて－山口大学学術資産継承事業委員会の活動－

		�  ○横山成己（山口大学埋蔵文化財資料館）・叶井貫一郎（山口大

学情報環境部学術情報課長）

11：10-11：25	 O-13	 九州大学歴史的備品再生プロジェクトの成果－理学部の什器－

		�  ○吉田茂二郎・三島美佐子・松本隆史・岩永省三（九州大学総合

研究博物館）

【第四セッション】　場所：学士会館２階レセプションホール

教育・情報　座長　佐藤大規

12：30-12：45	 O-14	� インターネットを活用した大学博物館からの情報発信　視覚情報

教材「研究林全天トレイル」の事例

		�  ○藤田良治（北海道大学高等教育推進機構）・柴田英昭（北海道

大学北方生物圏フィールド科学センター）・湯浅万紀子（北海道

大学総合博物館）

12：45-13：00	 O-15	 国立大学博物館によるデジタルアーカイブの諸課題：複製と権利処理

		  松本隆史（九州大学高等研究院・九州大学総合研究博物館）

13：00-13：15	 O-16	 適塾関係資料の保存と公開

		  松永和浩（大阪大学適塾記念センター・同総合学術博物館）

13：15-13：30	 O-17	� 大規模来館者機会―愛媛大学ミュージアム昆虫展―を利用した博

物館実習

		  吉田広（愛媛大学ミュージアム）

13：30-13：45	 O-18	� 私たちのセンタク　－北大総合博物館のリニューアルに伴う展示

改訂とマネジメント－

		  ○江田真毅・山本順司・山下俊介（北海道大学総合博物館）
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